
《
注
意
事
項
》

◎
保
護
者
は

子
ど
も
の
健
康
状

態
を
確
認
の
上

プ

ル
に
行

か
せ
て
く
だ
さ
い

ま
た

健

康
状
態
に
よ

て
は
利
用
で
き

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

◎
25
ｍ
プ

ル
の
利
用
は
小
学
校

３
年
生
以
上
と
し
ま
す

(

山
家

小
学
校
を
除
く)

◎
プ

ル
に
入
る
際
は

必
ず
水

泳
キ

プ
を
か
ぶ

て
く
だ

さ
い

◎
特
別
大
き
な
浮
き
輪
や
ボ

ル

な
ど

他
の
利
用
者
の
迷
惑
に

な
る
よ
う
な
物
の
持
ち
込
み
は

禁
止
し
ま
す

◎
事
故
防
止
の
た
め

眼
鏡

ガ

ラ
ス
製
の
ゴ

グ
ル

腕
時
計

な
ど
を
着
用
し
て
の
利
用
は
禁

止
し
ま
す

◎
プ

ル
サ
イ
ド
で
の
飲
食

喫

煙
は
禁
止
し
ま
す

ま
た

水

分
補
給
は
指
定
し
た
場
所
で
お

こ
な

て
く
だ
さ
い

◎
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の

で

車
で
は
来
校
し
な
い
で
く

だ
さ
い

◎
プ

ル
に
は
鍵
の
か
か
る
ロ

カ

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ゲ

ム
機
や
現
金
な
ど
の
貴
重
品

は
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ス
ポ

ツ
振
興
課

(

勤
労
青
少
年
ホ

ム
内)

(

９
２
５)

４
８
０
２

★
対
象
者

ま
た
は
通
勤

通
学
し

て
い
る
人

※
小
学
校
２
年
生
以
下
の
児
童

や
幼
児
が
利
用
す
る
場
合
は

必
ず
保
護
者
が
一
緒
に
プ

ル

に
入

て
く
だ
さ
い

★
開
放
す
る
施
設

市
立
小
学
校(

二
日
市
・
二
日
市

東
・
吉
木
・

阿
志
岐
・
山
家
・

筑
紫
・
山
口
・
二
日
市
北
・

筑
紫
東
・
天
拝
・
原
田)

の

25
ｍ
プ

ル
お
よ
び

低
学
年
用
プ

ル

★
利
用
料

無
料

★
期
間

７
月
22
日(

月)

８
月
11
日(

日)

10
時

16
時

※
12
時

13
時
は
休
憩
時
間

※
利
用
時
間
は
１
日
あ
た
り

最
長
２
時
間
ま
で

★
休
所
日
毎
週
月
曜
日

※
そ

※
た
だ
し
、
７
月
22
日(

月)
   

の
み
臨
時
開
放
し
ま
す
。

の
他
学
校
や
地
域

行
事
で
プ

ル
を
使
用

す
る
日

筑
紫
野
市
内
に
居
住

夏夏休
みに
小学校のプールを開放します！夏休

みに
小学校のプールを開放します！　な

つ　
やす
　　
　　
　　　

　しょ
う　 が

っ　　こう　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 かい　　ほう

715
NO.993
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通
算
22
回
目
と
な
る
移
動
市
長
室
を
、
５
月
20
日
に
東
新
町

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
東
新
町
区
の
皆
さ
ん
と
シ
ニ
ア
サ

ロ
ン
活
動
を
テ
ー
マ
に
懇
談
を
行
い
、
林
田
区
長
を
は
じ
め
東

新
町
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
計

36
人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。

東
新
町
区
は
、
筑
紫
野
市
の
北

西
部
、
二
日
市
東
小
学
校
付
近
の

地
域
で
、
六
地
蔵
や
旧
日
田
街
道

な
ど
の
史
跡
を
有
す
る
、
人
口

１
４
８
５
人
の
行
政
区
で
す
。
ま

た
、
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は

17
・
98
％(

市
の
平
均
19
・
95
％)

と
な
っ
て
い
ま
す
。(

人
口
、
高
齢

化
率
の
数
値
は
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在)

こ
の
日
の
移
動
市
長
室
で
は
、

東
新
町
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
サ
ロ
ン

活
動
の
一
部
を
体
験
し
ま
し
た
。

筑
紫
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ス

タ
ッ
フ
の
手
ほ
ど
き
に
よ
る
、
座

っ
た
ま
ま
で
も
で
き
る
、
指
先
を

使
っ
た
手
遊
び
や
２
人
組
で
行
う

ゲ
ー
ム
な
ど
を
、
参
加
者
全
員
で

行
い
ま
し
た
。

藤
田
市
長
の
一
言

本
年
度
は
、
特
色
の
あ
る
取

り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
地

域
の
方
の
お
話
を
お
伺
い
す
る

た
め
、
行
政
区
を
中
心
に
移
動

市
長
室
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。
そ
の
最
初
に
東
新
町
区

の
皆
さ
ん
と
懇
談
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
大
変
嬉
し
く
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。

本
日
は
、
東
新
町
シ
ニ
ア
サ

ロ
ン
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課

タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
、
高
齢

者
の
健
康
増
進
や
引
き
こ
も
り

を
な
く
す
た
め
、
活
発
に
活
動

さ
れ
て
い
る
姿
に
非
常
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員

の
皆
様
の
生
き
生
き
と
し
た
お

姿
を
拝
見
い
た
し
ま
し
て
、
こ

の
サ
ロ
ン
が
高
齢
者
の
心
地
よ

い
居
場
所
や
仲
間
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る
事
を
改
め

て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。地

域
の
課
題
や
要
望
が
多
様

化
す
る
現
在
、
地
域
の
こ
と
は

地
域
が
決
め
る
、
市
民
が
主
役

の
自
治
体
の
姿
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
日
の
懇
談
を
生
か

し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

懇
談
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
増

進
や
引
き
こ
も
り
を
無
く
す
こ
と

を
目
的
に
サ
ロ
ン
を
設
立
し
た
経

緯
や
、
月
１
回
開
催
し
て
い
る
、

講
師
を
招
い
て
の
健
康
講
話
や
介

護
予
防
教
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
バ
ス
ハ
イ
ク
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
ハ
イ
ク
の

際
に
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
借
り

て
い
る
福
祉
バ
ス
が
、
席
数
が
足

り
ず
全
員
が
一
度
に
参
加
で
き
な

い
こ
と
や
、
そ
れ
に
伴
う
バ
ス
の

大
型
化
な
ど
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
会
員
か
ら
は
、
サ
ロ
ン
活
動

に
参
加
す
る
経
緯
や
活
動
体
験
と

そ
の
感
想
な
ど
の
話
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
活
動
の
こ
と
以
外
に
も
、

市
が
購
入
し
た
用
地
の
利
用
方
法

や
交
差
点
の
整
備
な
ど
、
地
域
生

活
に
お
け
る
課
題
や
要
望
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

懇
談
会
で
の
大
切
な
提
案
や
意

見
は
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は

実
施
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
と

と
も
に
、
今
後
の
市
政
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。

【東新町の六地蔵】

子供の守り地蔵として昔から信仰
されており、「二日市宿庄屋覚書」
によると、最初は木彫の地蔵でした
が、天正年間(1580年頃)にあった
岩屋城の戦いで一度焼失したもの
の、元禄十年(1697年)に石像で再
興されたと伝えられています。
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 �（923）1111にお願いします

市
で
は
現
在
、
都
市
計
画
に

関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
第

二
次
筑
紫
野
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
18
歳
以
上
の
市

民
か
ら
無
作
為
抽
出
し
た
３
０

０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
に
は
、
７
月
上

旬
に
自
宅
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵

送
し
て
い
ま
す
の
で
、
協
力
い

た
だ
き
、
あ
な
た
の
考
え
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

都
市
計
画
課

◆
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
っ
て
な
に
？

ふ
る
さ
と
納
税(

筑
紫
野
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金)

は
、
寄
附
金
の
使
い
道
を
選
ぶ
こ
と
に
よ

り
、
寄
附
を
通
じ
て
筑
紫
野
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
参
加
す
る
制
度
で
す
。

こ
の
た
び
、
一
定
条
件
以
上
の
人
に
謝
礼
の

品
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
手
続
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

市
内
在
住
の
人
は
も
と
よ
り
、
市
外
在
住
の

友
人
や
ご
親
戚
に
も
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
呼
び
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
税
額
控
除
に
つ
い
て

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
寄
附
額
の
う
ち
２

千
円
を
超
え
る
部
分
が
、
住
ん
で
い
る
市
区
町

村
の
住
民
税
や
所
得
税
か
ら
軽
減
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
２
万
円
寄
付
す
る
と
、
２
千
円
を
差

し
引
い
た
１
万
８
千
円
相
当
額
が
、
あ
な
た
の

所
得
税
と
個
人
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
控
除
額
に
は
上
限
が
あ
り
、
個
人

住
民
税
所
得
割
の
お
お
む
ね
１
割
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
使
途
に
つ
い
て

自
分
の
寄
附
金
を
ど
の
事
業
に
使
っ
て
ほ
し

い
か
、
５
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
豊
か
な
自
然
と
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る
環

境
づ
く
り

②
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
担
う
子
育
て
支
援

③
ふ
る
さ
と
の
活
気
を
育
む
観
光
の
振
興

④
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
福
祉
の
ま
ち

⑤
市
長
お
ま
か
せ
コ
ー
ス

◆
謝
礼
の
品
に
つ
い
て

１
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
個
人
に

は
、
謝
礼
の
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
左
表
の
17
品

の
中
か
ら
い
ず
れ
か
一
つ
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
い
ず
れ
も
市
内
で
製
造
・
販
売
さ
れ
て

い
る
逸
品
で
す
。

◆
支
払
い
方
法

寄
附
金
の
入
金
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
３
種

類
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

▽
納
付
書
に
よ
り
指
定
の
金
融
機
関
で
納
付

す
る

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
り
納
付
す
る

▽
直
接
市
役
所
に
持
参
す
る

◆
申
し
込
み
方
法

申
し
込
み
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

電
子
申
請
に
て
手
続
き
頂
く
か
、
電
話
に
て
納

付
書
な
ど
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

戦
略
企
画
課
戦
略
企
画
担
当

①日本酒 ②化粧品 ③辛子明太子

④ようかん ⑤ゆずごしょう ⑥みそ、みそ漬け

⑦和菓子 ⑧和菓子 ⑨豚みそ漬け

⑩しょうゆ ⑪しょうゆ ⑫洋菓子

⑬なす辛子漬け ⑭お米 ⑮⑯⑰市史
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現
在
の
被
保
険
者
証
は
、
平
成

25
年
７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限

と
な
っ
て
い
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る
被

保
険
者
証(

オ
レ
ン
ジ
色)
の
有
効
期

限
は
、
平
成
26
年
７
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
と
な
っ
て
お
り
、
７
月

下
旬
に
簡
易
書
留
に
て
郵
送
し
ま

す
。８

月
１
日
か
ら
は
、
新
し
い
被

保
険
者
証(

オ
レ
ン
ジ
色)

を
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
31
日
ま
で
に
新
し
い
被
保

険
者
証(

オ
レ
ン
ジ
色)

が
届
か
な
い

場
合
は
、
国
保
年
金
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医

療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
１
割

ま
た
は
３
割
で
す
。

毎
年
８
月
に
前
年
の
所
得
を
も

と
に
、
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で

の
１
年
間
の
自
己
負
担
割
合
の
判

定
を
行
い
ま
す
。

◆
８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

◆
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
自
己
負
担
割
合
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

◆
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
が
８
月
に
更
新
と

な
り
ま
す

現
在
、
持
っ
て
い
る
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証(

以

下
、
減
額
認
定
証
と
い
い
ま
す
。)

の
有
効
期
限
は
、
平
成
25
年
７
月

31
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

減
額
認
定
証
を
す
で
に
持
っ
て

い
る
人
で
、
平
成
25
年
度
の
市
町

村
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
に
は
、

８
月
１
日
か
ら
の
減
額
認
定
証
を

被
保
険
者
証
と
は
別
に
７
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。

【
減
額
認
定
証
と
は
】

市
町
村
民
税
が
非
課
税
の
世
帯

自
己
負
担
割
合
は
、
同
じ
世
帯

の
被
保
険
者
で
市
町
村
民
税
の
課

税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上(

※)

の

人
が
い
る
場
合
に
は
、
３
割
と
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
の
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ

て
も
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当

す
る
場
合
は
、
市
役
所
の
担
当
窓

口
へ
の
申
請
に
よ
り
、
１
割
の
自

己
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。

①
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
２
人

以
上
の
場
合

同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の

収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円

未
満

②
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
が
本
人

の
み
の
場
合(

次
の
ア
ま
た
は

イ
に
該
当)

▽
ア
　
本
人
の
収
入
が
３
８
３
万

円
未
満

▽
イ
　
本
人
と
、
同
じ
世
帯
の

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
と

の
収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万

円
未
満

※
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
が

１
４
５
万
円
以
上
で
あ
っ
て
も
、

前
年
の
12
月
31
日
現
在
に
お
い

て
、
被
保
険
者
が
世
帯
主
で
あ

り
、
同
じ
世
帯
に
合
計
所
得
金

額
が
38
万
円
以
下
で
あ
る
19
歳

見　本

８月からの被保険者証は、
オレンジ色です

な
お
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る

場
合
は
、
通
常
よ
り
有
効
期
限
が

短
い
被
保
険
者
証
を
市
役
所
窓
口

で
の
受
け
取
り
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

に
該
当
す
る
人
が
、
入
院
ま
た
は

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
際
に
、

減
額
認
定
証
を
医
療
機
関
窓
口
に

提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
自
己
負

担
限
度
額
や
、
入
院
時
の
食
費
・

居
住
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
減
額
認
定
証
を
持
っ
て

い
な
い
人
が
新
た
に
交
付
を
希
望

す
る
場
合
は
、
市
役
所
窓
口
で
の

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

被
保
険
者
証
・
印
鑑
・
そ
の
他

(

非
課
税
証
明
書
な
ど
収
入
額
を
証

明
す
る
も
の
や
入
院
期
間
を
確
認

で
き
る
も
の
が
必
要
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。)

未
満
の
世
帯
員
が
い
る
場
合
に

は
、
世
帯
主
で
あ
る
被
保
険
者

の
市
町
村
民
税
の
課
税
所
得
か

ら
、
16
歳
未
満
は
１
人
当
た
り

33
万
円
、
16
歳
以
上
19
歳
未
満

は
１
人
当
た
り
12
万
円
を
そ
れ

ぞ
れ
控
除
し
た
後
の
額
が
、

１
４
５
万
円
未
満
と
な
る
と
き

は
、
１
割
の
自
己
負
担
割
合
と

な
り
ま
す
。
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【問い合わせ先】
▽市国保年金課　医療年金担当　  　�(９２３)１１１１
▽福岡県後期高齢者医療広域連合  　�(６５１)３１１１

◆
平
成
25
年
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
に
つ
い
て

被
保
険
者(

加
入
者)

の
皆
さ
ん
へ

「
平
成
25
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
平
成
24
年
中
の
所

得
金
額
と
世
帯
《
注
１
》
の
状
況

を
基
に
算
定
を
行
い
、
決
定
し
ま

す
。

《
注
１
》

「
世
帯
」
と
は
、
平
成
25
年
４

月
１
日
時
点
の
世
帯(

75
歳
に
な
る

人
、
県
外
か
ら
の
転
入
者
な
ど
は

そ
の
時
点)

を
基
準
に
し
て
い
ま

す
。

保険料の決まり方(計算方法)

＋

病
院
な
ど
に
支
払
う

自
己
負
担
額

支援金
（現役世代の負担）

保険料
約1割

4 ： 1 ： 1約 4 割

公費（税金）
約5割
国 ： 県：市町村

被保険者
均等割額

総所得金額等－
33万円（基礎
控除額）

所得割率
×

所得割額

55,045円
10.88％

　保険料は、被保険者全員が負担する「被保険者均等割額」
と、被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合計
になります。保険料は、年額55万円が上限です。

◆
保
険
料
の
軽
減
に
つ
い
て

●
均
等
割
額
の
軽
減

平
成
25
年
度
で
は
、
平
成
24
年
度
の
保
険
料
軽

減
措
置(

被
保
険
者
均
等
割
の
９
割
、
８
・
５(

７)

割
《
注
２
》、
５
割
、
２
割
軽
減)

を
継
続
し
て
行

い
ま
す
。(

左
表
参
照)

均等割額

軽減割合

軽減後の均等割額

(年額) 同一世帯内の被保険者および世帯主の軽減対象

所得金額《注４》の合計額
平成25年度

９割軽減 5,504円
【33万円】以下で、かつ【被保険者全員が年金

収入80万円以下（その他各種所得がない）】

8.5(７)割軽減 8,256円【33万円】以下

５割軽減 27,522円
【33万円＋24.5万円×被保険者(世帯主を除

く)の数】以下

２割軽減 44,036円【33万円＋35万円×被保険者数】以下

《注４》軽減対象所得金額は、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収
入の場合、｢公的年金等収入－公的年金等控除－15万円｣となるなど、例外が
あります。

◆
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

災
害
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
料
が
減
免
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
国
保
年
金
課
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
は
、
県
内
ど
の
地
域
で

も
同
じ
基
準
で
算
定
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
、
加
入
者
一
人
ひ
と

り
に
か
か
り
ま
す
。
保
険
料
率

(

被
保
険
者
均
等
割
額
・
所
得
割

率)

は
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

24
年
度
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
総
所
得
金
額
等
と
は
、
前
年
中

の
「
公
的
年
金
等
収
入
̶
公
的

年
金
等
控
除
」、「
給
与
収
入
̶

給
与
所
得
控
除
」、「
事
業
収
入

̶
必
要
経
費
」
等
の
合
計
額
で
、

各
種
所
得
控
除
前
の
金
額
で
す
。

○
例
え
ば
、
公
的
年
金
等
の
収
入

の
み
の
人
で
、
年
額
が
１
５
３

万
円
以
下
の
場
合
は
、
総
所
得

金
額
等
は
33
万
円
以
下
と
な
る

た
め
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

《
注
２
》

原
則
は
「
７
割
軽
減
」
で
す
が
、
特
例
措
置

に
よ
り
「
８
・
５
割
軽
減
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
所
得
割
額
の
軽
減

総
所
得
金
額
等
が
91
万
円
以
下(

公
的
年
金

の
み
の
場
合
は
、
収
入
額
で
２
１
１
万
円
以
下)

の
人
は
、
所
得
割
額
が
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

●
被
用
者
保
険
《
注
３
》
の
被
扶
養
者
だ
っ
た

人
の
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前
日
ま

で
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」
だ

っ
た
人
は
被
保
険
者
均
等
割
額
が
９
割
軽
減
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

《
注
３
》

被
用
者
保
険
と
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会
管

掌
健
康
保
険
、
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
船
員
保

険
、
共
済
組
合
を
指
し
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
・
国
民
健
康
保
険
組
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

国
保
年
金
課
　
医
療
年
金
担
当

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
医
療
費
の
一

部
を
、
次
の
と
お
り
助
成
し
て
い

ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
お
よ
び

重
度
障
害
者
医
療
に
つ
い
て
は
毎

年
更
新
が
必
要
で
す
。

更
新
が
必
要
な
人
に
は
、
８
月

上
旬
に
更
新
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
８
月
末
ま
で
に
更
新
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
10
月
か
ら
平
成
25
年
度
所
得
で

判
定
し
ま
す
。
前
年
度
、
所
得

超
過
で
受
給
で
き
な
か
っ
た
人

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
院
時
の
食
事
代
、
保
険
が
効
か

な
い
診
療
、
健
康
診
査
な
ど
は
助

成
対
象
外
で
す
。

◆
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
、
重
度

障
害
者
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
子
ど
も
医
療
助
成
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

■
子
ど
も
医
療
制
度

●
対
象
者

０
歳
か
ら
９
歳
の
年
度
末
ま
で

●
自
己
負
担(

一
医
療
機
関
ご
と)

▽
３
歳
未
満
　
自
己
負
担
な
し

▽
３
歳
〜
就
学
前

・
通
院
６
０
０
円
／
月(

上
限)

・
入
院
５
０
０
円
／
日

(

月
７
日
限
度)

▽
就
学
後
〜
９
歳
年
度
末

入
院
５
０
０
円
／
日

(

月
20
日
限
度)

※
通
院
の
助
成
は
あ
り
ま
せ
ん

●
所
得
制
限

な
し

■
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
制
度

●
対
象
者

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
お
よ
び

父

(

18
歳
の
年
度
末
ま
で
の
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
人
）

▽
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童(
＊)

▽
父
母
の
い
な
い
児
童(

＊)

＊
小
学
校
１
年
生
か
ら
18
歳
の

年
度
末
ま
で

●
自
己
負
担(

一
医
療
機
関
ご
と)

▽
通
院
８
０
０
円
／
月(

上
限)

▽
入
院
５
０
０
円
／
日

(

月
７
日
限
度)

●
所
得
制
限

あ
り(

児
童
扶
養
手
当
準
拠)

※
毎
年
10
月
か
ら
判
定
年
度
切

替

■
重
度
障
害
者
医
療
制
度

●
対
象
者

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
１
級
ま

た
は
２
級
の
人

▽
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

▽
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
の
人

※
い
ず
れ
も
小
学
生
以
上
の
人

が
対
象

●
自
己
負
担(

一
医
療
機
関
ご
と)

▽
通
院
５
０
０
円
／
月(

上
限)

▽
入
院

一
般
５
０
０
円
／
日

(

月
20
日
限
度)

低
所
得
者
３
０
０
円
／
日

(

月
20
日
限
度)

●
所
得
制
限

あ
り(

特
別
障
害
者
手
当
準
拠)

※
毎
年
10
月
か
ら
判
定
年
度
切

替

【
健
康
講
座
】
　

健
康
講
座
で
は
健
康
に
関
す
る

最
新
の
話
題
や
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

参
加
無
料
で
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

○
日
時

７
月
27
日(
土)
、
15
時
〜
16
時

○
場
所

カ
ミ
ー
リ
ヤ
視
聴
覚
室

○
講
師

西
村
　
秀
樹
さ
ん

(

大
学
教
授)

○
内
容

「
歩
く
、
修
行
、
四
国
遍
路
」

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】
　

健
康
講
座
終
了
後
、
宝
満
川
の

河
川
敷
コ
ー
ス
に
て
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

日
没
前
の
川
面
に
走
る
涼
風
を

肌
に
感
じ
、
夕
日
が
沈
む
景
色
を

満
喫
し
て
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を

忘
れ
ま
せ
ん
か
。

○
日
　
時

７
月
27
日(

土)

、

16
時
30
分
〜
18
時

(

受
付
　
16
時
15
分
〜)

○
集
合
場
所

カ
ミ
ー
リ
ヤ

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

○
持
参
品

タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲
み
物

○
申
込
方
法

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
事
前
に
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
少
雨
決
行
、
た
だ
し
大
雨
時
は

中
止
し
ま
す
。
開
催
の
有
無
は
、

当
日
15
時
〜
16
時
の
間
に
健
康

推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
推
進
課

▽
�(

９
２
０)

８
６
１
１

▽
FAX(

９
２
６)

６
０
０
６

▽
Ｅ
メ
ー
ル

kenkou@
city.

chikushino.fukuoka.jp
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◎
浄
化
槽
の
設
置
を
考
え
て
い
る
人
へ

生
活
排
水(

台
所
・
洗
濯
機
・
風
呂
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
水)

に

よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

●
補
助
対
象

専専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
人(

単
独
処
理
浄
化
槽

(

し
尿
の
み
処
理)

か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽(

し
尿
と
雑
排
水
を
処
理)

へ
の
切
り

替
え
を
含
む)

た
だ
し
、
次
の
区
域
を
除
き
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
の
認
可
区
域

○
地
域
し
尿
処
理
施
設
の
処
理
区
域

○
大
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
処
理
区
域

○
農
業
集
落
排
水
施
設
処
理
区
域

●
申
請
受
付

12
月
27
日(

金)

ま
で
市
環
境
課
窓
口

に
て
受
け
付
け
ま
す
。

な
お
、
申
請
は
浄
化
槽
設
置
工
事
着

手
前
に
な
り
ま
す
。

【
浄
化
槽
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

○
設
置
や
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
　

地
域
環
境
課

�(

５
１
３)

５
６
１
１

○
補
助
金
に
関
す
る
こ
と

市
環
境
課
環
境
保
全
担
当

�(
９
２
３)

１
１
１
１

【高齢受給者証】

●
負
担
割
合
の
判
定
と
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は

70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
割
合(

医
療
費
の
一
部

負
担
金
の
割
合
、
１
割
ま
た
は
３
割)

は
、
所
得
に
応

じ
て
決
ま
り
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
世
帯(

※)

の
人
は
３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

自
己
負
担
割
合
は
毎
年
見
直
し
が
行
な
わ
れ
、

８
月
か
ら
は
平
成
24
年
中
の
所
得
で
判
定
し
ま
す
。

な
お
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
７
月
下
旬
に
世

帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

※
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
世
帯
と
は

現
役
世
代
の
人
と
同
程
度
の
所
得
が
あ
る
と
見
な

さ
れ
る
世
帯
の
こ
と
で
す
。
同
じ
世
帯
に
70
歳
以
上

の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、
住
民
税
の
課
税
標
準

額(

課
税
所
得)

が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
一
人
で

も
い
る
場
合
は
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
世
帯
と

判
定
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
が
２
人
以
上
の
場
合

→

収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満

・
70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
が
１
人
の
場
合

(

①
ま
た
は
②)
→

①
70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
収
入
が

３
８
３
万
円
未
満

→

②
70
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
と
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
が

５
２
０
万
円
未
満

●
一
部
負
担
金
の
割
合
に
つ
い
て

(

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
世
帯
以
外)

自
己
負
担
割
合
が
１
割
の
人
に
つ
い
て
は
、
医
療

制
度
の
改
正
に
よ
り
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
２
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
見
直
し
は
凍
結
さ
れ
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
は
１

割
に
据
え
置
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め(

※)

、
今

回
送
付
す
る
高
齢
受
給
者
証
に
は
『
２
割(

平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
は
１
割)

』
と
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
今
後
、
国
の
制
度
改
正
に
よ
り
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
際
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
有
効
期
限
に
つ
い
て(

保
険
証
の
有
効
期
限
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い)

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
26

年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
平
成
26
年
７
月

31
日
ま
で
に
75
歳
に
な
る
人
は
、
有
効
期
限
は
75
歳

の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。(

75
歳
の
誕
生

日
か
ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証
で
医
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す)

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
以
上
の
人(

一
定
の
障
害
が
あ
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
て
医
療
を
受

け
て
い
る
場
合
を
除
く
。)

が
現
在
持
っ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
を
８
月
に
更
新
し
ま
す
。

※
８
月
１
日
以
降
は
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
と
保
険
証
を
一
緒
に
病
院
な
ど
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
国
保
年
金
課
国
保
担
当

見 本

●補助金額

人槽区分 補助限度額

５人槽 332,000円

６～７人槽 414,000円

８～10人槽 548,000円
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■平成25年度の介護保険料(年額)

■特別徴収（年金天引き）のしくみ

平成25年度　介護保険料　特別徴収賦課決定通知書を７月下旬に送付予定です。
介護保険制度の健全な運営のため、ご理解とご協力をお願いいたします。

段　階 判　定　基　準 倍率 保険料(年額)

第１段階
○生活保護の受給者
○老齢福祉年金(※１)受給者であり、世帯全員が市民税非
課税の人

基準額×0.50 29,022円

第２段階

世帯全員が市民税非
課税で、

80万円以下の人 基準額×0.50 29,022円

第３段階
80万円超120万円
以下の人

基準額×0.63 36,567円

第４段階 120万円超の人 基準額×0.75 43,533円

第５段階 世帯員に市民税課税
者がおり、かつ本人
が市民税非課税で、

80万円以下の人 基準額×0.90 52,239円

第６段階
（基準額）

80万円超の人 基準額×1.00 58,044円

第７段階

本人が市民税課税
で、

200万円未満の人 基準額×1.25 72,555円

第８段階
200万円以上400万
円未満の人

基準額×1.50 87,066円

第９段階
400万円以上600万
円未満の人

基準額×1.75 101,577円

第10段階 600万円以上の人 基準額×2.00 116,088円

●
介
護
保
険
料
の
８
月
仮
徴
収
額
の

調
整(

平
準
化)

に
つ
い
て

４
月
、
６
月
、
８
月
の
介
護
保
険
料

は
、
今
年
２
月
と
同
じ
額
を
仮
徴
収
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
の
市
民
税
が

決
ま
っ
て
か
ら
介
護
保
険
料
の
年
額
を

決
定
し
、
10
月
以
降
の
本
徴
収
で
調
整

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、

昨
年
中
に
土
地
を
売
却
す
る
な
ど
し
て

所
得
の
内
容
が
変
わ
っ
た
場
合
、
後
半

の
保
険
料
が
増
額
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
人
に
対
し
て
、
10
月
以

降
の
１
回
あ
た
り
の
負
担
を
少
な
く
す

る
た
め
に
、
８
月
の
仮
徴
収
額
を
増
額

す
る
措
置
を
と
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

年
間
の
保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

●
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

一
部
の
低
所
得
者
や
災
害
に
遭
っ
た

人
な
ど
を
対
象
に
介
護
保
険
料
の
減
免

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

賦
課
決
定
通
知
書
に
同
封
す
る
お
知

ら
せ
に
減
免
の
要
件
を
記
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

高
齢
者
支
援
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
昨
年
度
減
免
を
受
け
た
人
が
今
年
度

該
当
す
る
場
合
で
も
、
改
め
て
申
請

が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
担
当

仮 　 徴 　 収 ＋ 　 本 　 徴 　 収 　 ＝ 　 　 年間の保険料額
４月、６月、８月分の年金からの差し引き 10月、12月、２月分の年金からの差し引き

平成25年度の
市民税課税状況で
１段階から10段階の
いずれかを判定

平成25年度の保険料が確定する８月分
まで、暫定的に平成25年２月分と同額を
天引き

確定した年額保険料から仮徴収分を差し引
いた額を10月、12月、２月の３回に分けて
天引き

仮　徴　収 本　徴　収

(※１)老齢福祉年金 … 明治44年４月１日以前に生まれた人などで、一定の所得がない人や、他の年金を受給で
きない人に支給される年金です。

(※２)合計所得金額 … 収入金額から必要経費に相当する金額(収入の種類により計算方法が異なります)を控除
した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。

本人の公的年
金等収入額
と、合計所得
金額(※２)の
合計が、

本人の公的年
金等収入額と、
合計所得金額
の合計が、

本人の合計所
得金額が、
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 �（923）1111にお願いします

◆
試
　
　
験
　
　
日

９
月
22
日(

日)
◆
申
込
書
受
付
期
間

８
月
１
日(

木)

〜
８
月
16
日(

金)

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

●
試
験
時
間

▽
一
般
事
務
Ａ
・
Ｂ
　
　
　
　
　

９
時
〜
12
時
40
分

▽
土
木
技
師
・
建
築
技
師
・
文
化

財
技
師
・
保
健
師
・
保
育
士
　

９
時
〜
15
時

●
試
験
場
所

西
南
学
院
大
学

(

福
岡
市
早
良
区
西
新
６-

２-

92)

●
試
験
区
分(

試
験
問
題
の
程
度)

・
採
用
予
定
人
数

▽
一
般
事
務
Ａ(

大
学
卒
業
程
度)

＝
３
人

▽
一
般
事
務
Ｂ(

高
校
卒
業
程
度)

＝
１
人

▽
土
木
技
師(

高
校
卒
業
程
度)

＝
２
人

▽
建
築
技
師(

高
校
卒
業
程
度)

＝
１
人

▽
文
化
財
技
師(

高
校
卒
業
程
度)

＝
１
人

▽
保
健
師(

短
大
卒
業
程
度)

＝
１
人

▽
保
育
士(

短
大
卒
業
程
度)

＝
２
人

●
受
験
資
格

▽
一
般
事
務
Ａ

＝
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▽
一
般
事
務
Ｂ

＝
平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人(

た
だ
し
、
４
年
制
大
学

の
卒
業
者
お
よ
び
卒
業
見
込
み

の
人
は
除
く)

▽
土
木
技
師

＝
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▽
建
築
技
師

＝
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

▽
文
化
財
技
師

＝
昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
博
物
館
学
芸
員
資
格

を
有
す
る
人(

平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で
に
博
物
館
学
芸
員

資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含

む)

で
、
考
古
学
に
つ
い
て
専

門
的
知
識
を
有
す
る
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
大
学(

短
大
を
除
く)

に
お
い

て
考
古
学
を
専
攻
し
、
卒
業

し
た
人
ま
た
は
、
平
成
26
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人

②
大
学
院
に
お
い
て
考
古
学
を

専
攻
し
、
卒
業
修
了
し
た
人

ま
た
は
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

▽
保
健
師

＝
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
免

許
を
有
す
る
人

ま
た
は
、
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
保
健
師
免
許
取
得

見
込
み
の
人

▽
保
育
士

＝
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
免

許
を
有
す
る
人

ま
た
は
、
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
保
育
士
免
許
取
得

見
込
み
の
人

●
受
験
で
き
な
い
人

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

す
る
人(

詳
細
は
申
込
書
に
記
載)

●
試
験
種
目(

第
一
次
試
験)

▽
一
般
事
務
Ａ
・
Ｂ

＝
教
養
試
験
・
事
務
適
性
検
査

▽
土
木
技
師
・
建
築
技
師
・
文
化

財
技
師
・
保
健
師

＝
教
養
試
験
・
事
務
適
性
検

査
・
専
門
試
験

▽
保
育
士

＝
教
養
試
験
・
専
門
試
験

※
第
二
次
試
験
は
10
月
下
旬
予
定

※
第
三
次
試
験
は
11
月
中
旬
予
定

●
申
込
案
内
の
入
手
方
法

▽
配
布
場
所

市
役
所
本
庁(

総
合
案
内
、
人

事
課)

、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
筑
紫
出
張
所
、
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▽
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
郵
送
に
よ
る
請
求

封
筒
の
表
に
「
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
し
、
１
４
０
円
切
手
を

貼
っ
た
、
あ
て
先
明
記
の
返
信

用
封
筒(

Ａ
４
版
以
上
の
サ
イ

ズ)

を
同
封
し
て
人
事
課
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
記
入

▽
申
込
書
を
直
接
入
手
し
た
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
所

定
の
箇
所
に
写
真
お
よ
び
50
円

切
手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

【申し込み・問い合わせ先】〒818‐8686（住所記入不要）人事課  人事担当

▽
申
込
書
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
場
合

は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

受
験
票
の
部
分
を
切
り
取
り
、

官
製
ハ
ガ
キ
の
裏
面
に
貼
り
付

け
、
ハ
ガ
キ
の
表
面
に
受
験
票

の
送
付
先
と
な
る
受
験
者
の
あ

て
先
を
明
記
し
、
申
込
書
お
よ

び
写
真
票
と
一
緒
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
申
込
書
の
提
出
方
法

持
参
ま
た
は
郵
送(

封
筒
の
表
に

「
試
験
申
込
」
と
朱
書
し
て
く
だ

さ
い
。)

※
申
込
書
は
、
受
付
期
間
内
に
到

着
し
、
書
類
が
完
備
し
て
い
る

も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

●
合
格
者
の
発
表
時
期
・
方
法(

予

定)▽
第
一
次
試
験
＝
10
月
上
旬

▽
第
二
次
試
験
＝
10
月
下
旬

▽
第
三
次
試
験
＝
11
月
下
旬

市
役
所
前
掲
示
板
に
掲
示
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
合
格
者

に
通
知(

第
三
次
試
験
は
受
験
者

全
員
に
通
知)

●
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
外

国
籍
の
人
も
受
験
で
き
ま
す

・
永
住
者

・
特
別
永
住
者

※
任
用
に
際
し
て
は
制
限
が
あ

り
ま
す

9
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農
業
者
以
外
の
人
が
、
野
菜
や
花
な
ど

を
栽
培
し
て
自
然
に
ふ
れ
あ
う
と
と
も

に
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
農
園
の
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。

●
対
象
農
園(

８
カ
所)

１
カ
所
に
つ
き
10
〜
40
程
度
の
区
画
が

あ
り
ま
す
。

▽
場
所

紫
１
丁
目
、
武
蔵
５
丁
目
、
立

明
寺
、
常
松
、
岡
田
２
丁
目
、

上
古
賀
４
丁
目
、
永
岡
、
下
見

●
対
象
者

市
内
居
住
者

●
貸
付
面
積

１
区
画
約
10
坪(

33
・
３
㎡)

程
度

●
貸
付
期
間(

予
定)

平
成
25
年
10
月
１
日
〜

平
成
28
年
８
月
31
日
の
35
カ
月
間

●
使
用
料

改
定
検
討
中
に
よ
り
未
定

(

現
行
１
区
画
あ
た
り
年
間
４
２
０
０
円

(

消
費
税
込))

※
使
用
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
広
報
ち
く

し
の
８
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

●
申
込
受
付
期
間(

予
定)

８
月
19
日(

月)

〜
30
日(

金)

、

９
時
〜
16
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

●
申
込
方
法

・
農
政
課
窓
口(
市
役
所
第
５
別
館)

で
受

け
付
け
ま
す
。
電
話
で
は
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

・
申
し
込
み
は
、
１
世
帯
か
ら
１
人
の
み

と
し
、
２
世
帯
以
上
が
同
居
し
て
い
る

場
合
で
も
１
人
と
し
ま
す
。

・
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し

ま
す
。
抽
選
日
な
ど
は
、
申
し
込
み
の

際
に
連
絡
し
ま
す
。

※
市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
の
詳
し
い
場
所
に

つ
い
て
は
、
申
し
込
み
手
続
き
の
際
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
政
課
　
農
政
担
当

市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
「
筑
紫
野
市

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
基
本
方
針
」

を
策
定
し
、
市
民
と
の
協
働(

※
１)

に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
市
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
互
い
に
尊

重
し
合
い
、
対
等
な
立
場
で
共
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
回
募
集
す
る
市
民
協
働
モ
デ
ル
事
業

は
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
の
市
民
活
動
団
体
か
ら
、
公
共

的
課
題
や
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
取
り

組
み
を
市
に
提
案
す
る
「
市
民
提
案
型
」

の
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

市
が
直
接
行
う
の
で
は
な
く
、
市
民
活

動
団
体(

※
２)

な
ど
が
も
つ
機
動
性
や
専
門

性
な
ど
を
生
か
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
運
営
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
自
治
力(

※
３)

の

向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
協
働
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
公
共
の
担
い
手

と
し
て
の
市
民
活
動
団
体
な
ど
を
育
成
・

支
援
し
、
更
な
る
協
働
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
１：

協
働
と
は

本
来
の
目
的
や
立
場
の
異
な
る
組
織
・

団
体
が
、
共
通
の
目
標
を
設
け
、
互
い

の
違
い
を
認
め
合
っ
た
う
え
で
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
自
覚
し
、
自
立
し
た
対
等

な
立
場
で
、
目
標
に
向
か
っ
て
共
に
考

え
、
共
に
汗
を
流
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
関
係
を
い
い
ま
す

※
２：

市
民
活
動
団
体
と
は

不
特
定
か
つ
多
数
の
人
の
利
益
の
増
進

を
目
的
と
し
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て

社
会
的
課
題
解
決
に
取
り
組
む
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
活
動
団
体
の
こ
と
で

す(

例
え
ば
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
、
地
域
の
活
動
団
体
や
自
治
会
な

ど)

※
３：

自
治
力
と
は

地
域
の
課
題
を
、
自
主
的
か
つ
自
己
責

任
の
範
囲
に
お
い
て
解
決
す
る
力
の
こ

と
で
す

市
民
協
働
モ
デ
ル
事
業
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

市
民
協
働
に
興
味
、
関
心
が
あ
る
人

や
将
来
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
の
立
ち

上
げ
を
目
指
し
て
い
る
人
な
ど
、
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
８
日(

木)

、
14
時
〜

【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
　
視
聴
覚
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】
市
民
協
働
推
進
課
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 �（923）1111にお願いします

〜
「
イ
ク
メ
ン
」
で
な
い
夫
に

不
満
を
感
じ
て
い
る
Ａ
さ
ん
〜

Ａ
さ
ん
は
、
夫
と
３
歳
の
子
ど
も
と

の
三
人
暮
ら
し
の
専
業
主
婦
で
す
。
長

年
暮
ら
し
て
い
た
実
家
の
あ
る
他
県
か

ら
、
夫
の
転
勤
で
こ
の
町
に
引
っ
越
し

て
き
て
半
年
、
慣
れ
な
い
土
地
で
ま
だ

友
人
と
呼
べ
る
人
も
い
ま
せ
ん
。
夫
は

仕
事
が
忙
し
く
、
家
事
や
子
育
て
は
Ａ

さ
ん
に
任
せ
き
り
。
休
日
も
疲
れ
て
い

る
の
か
遅
く
ま
で
寝
て
い
て
、
夕
方
３

人
で
買
い
物
に
出
か
け
る
ぐ
ら
い
が
関

の
山
で
す
。

Ａ
さ
ん
は
子
ど
も
と
二
人
き
り
で
一

日
過
ご
す
こ
と
が
多
く
、「
夫
が
育
児

に
協
力
し
て
く
れ
る
人
だ
っ
た
ら
い
い

の
に
」「
せ
め
て
休
み
の
日
ぐ
ら
い
ど

こ
か
遊
び
に
行
け
た
ら
い
い
の
に
」
と

た
め
息
ば
か
り
出
ま
す
。
子
育
て
に
積

極
的
に
関
わ
る
『
イ
ク
メ
ン
』
と
呼
ば

れ
る
男
性
が
増
え
て
い
る
ら
し
い
の
に

夫
は
…
と
Ａ
さ
ん
の
不
満
は
募
る
ば
か

り
で
す
。
最
近
、
些
細
な
こ
と
で
イ
ラ

イ
ラ
し
て
、
小
さ
な
子
ど
も
を
強
く
叱

っ
て
い
る
自
分
に
気
付
き
、
こ
れ
で
は

い
け
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ

ん
な
と
き
「
女
性
セ
ン
タ
ー
相
談

【
問
い
合
わ
せ
先
】

男
女
共
同
参
画
推
進
課

�(

９
１
８)

１
３
１
１

※
『
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
』(

19
ペ
ー
ジ)

に
相
談
案
内
を
掲
載

パ
ソ
コ
ン
技
術
に
つ
い
て
学
び
、
就
労
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
市
内
在
住
の

女
性
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

●
対
象

・
市
内
在
住
の
女
性
で
、
パ
ソ
コ
ン
で
文
字
入

力
、
文
字
サ
イ
ズ
変
更
が
で
き
る
人

・
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
活
用
し
て
就
労
に
役
立
て

よ
う
と
す
る
人
で
、
全
講
座
受
講
で
き
る
人

●
講
座
内
容

▽
ワ
ー
ド
お
よ
び
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
実
用
的
な

機
能
の
習
得

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
メ
ー
ル
の
活
用

▽
就
労
支
援
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

(

９
月
11
日)

●
日
程
・
時
間(

計
11
日
間)

９
月
11
日(

水)

９
時
30
分
〜
12
時
30
分
、

９
月
12
日(

木)

〜
27
日(

金)

の
９
時
30
分
〜

12
時(

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く)

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
定
員

20
人

●
受
講
料

２
０
０
０
円

●
テ
キ
ス
ト
代

２
５
０
０
円
以
内

●
託
児(

無
料)

生
後
６
カ
月
〜
就
学
前

●
申
込
方
法
な
ど

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
直
接
持
参
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
課
、

市
役
所
総
合
案
内
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
８
月
21
日(

水)

ご
ろ
ま
で
に
受
講
の
可
否
を

連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
期
限

８
月
５
日(

月)

必
着

●
そ
の
他

▽
市
で
実
施
し
た
パ
ソ
コ
ン
関
係
の
講
習
を
す

で
に
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

▽
希
望
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
第
１
に

応
募
動
機
、
第
２
に
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま

す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0057
市
内
二
日
市
南
１-

９-

３

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

男
女
共
同
参
画
推
進
課

▽
�(

９
１
８)

１
３
１
１

▽
FAX(

９
２
３)

０
４
１
６

▽
Ｅ
メ
ー
ルdanjo@

city.
chikushino.fukuoka.jp

室
」
の
案
内
を
目
に
し
た
Ａ
さ
ん
は
、

相
談
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
相
談
室
で
自
分
の
思
い
を
話
す
う

ち
に
、
慣
れ
な
い
土
地
で
と
て
も
心
細

い
こ
と
や
、
も
っ
と
家
族
で
一
緒
に
過

ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、

夫
に
自
分
の
気
持
ち
を
正
直
に
話
し
て

い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
夜
夫
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え

て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

（
※
こ
の
話
は
事
実
を
も
と
に
し
た
創

作
で
す
。）

夫
婦
や
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問
題
、

親
子
、
生
き
方
な
ど
の
悩
み
を
お
聴

き
し
、
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
考
え

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
守
り

ま
す
の
で
、「
こ
ん
な
こ
と
で
相
談

し
て
い
い
の
？
」
と
一
人
で
悩
ま
ず

に
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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今
年
も
健
康
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。
運

動
や
食
生
活
な
ど
の
健
康
づ
く
り
、
生
き

る
喜
び
・
生
き
が
い
・
ス
ト
レ
ス
解
消
な

ど
の
心
の
健
康
づ
く
り
も
含
め
、
い
ろ
い

ろ
な
思
い
を
川
柳
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
応
募
で
き
る
人

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
に
通
学
、

通
勤
し
て
い
る
人

○
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
窓
口

持
参
の
い
ず
れ
か
で
、「
川
柳
、
氏
名
、
ペ

ン
ネ
ー
ム(

あ
る
場
合
の
み
記
入)

、
住
所
、

電
話
番
号
、
所
属(

学
校
名
、
会
社
名)

」

を
明
記
し
て
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
３
句
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。
記
入

内
容
に
不
備
が
あ
る
と
、
無
効
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
し
よ
う
と
す
る
川
柳
は
、
未
発
表
、

未
公
開
の
も
の
に
限
り
、
他
の
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
中
の
作
品
も
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

○
応
募
期
限

８
月
16
日(

金)

消
印
有
効
　

○
審
査
・
作
品
展
示

筑
紫
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で

審
査
を
行
い
、
110
月
６
日(

日)

開
催
の
カ

ミ
ー
リ
ヤ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
て
、
入
賞

作
品
の
表
彰
式
お
よ
び
応
募
作
品
の
展
示

を
行
い
ま
す
。
入
賞
者
に
は
賞
品
も
あ
り

ま
す
。
入
賞
者
に
は
、
９
月
中
旬
頃
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
入
賞
作
品
は
広

報
ち
く
し
の
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
予
定
で
す
。

○
応
募
作
品
の
取
り
扱
い

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す

・
応
募
に
係
る
個
人
情
報
は
市
に
お
い
て
保

管
し
、
こ
の
事
業
に
お
い
て
の
み
使
用
す

る
も
の
と
し
ま
す

・
応
募
作
品
が
法
令
や
公
序
良
俗
に
反
す
る

も
の
、
本
募
集
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
内

容
と
主
催
者
に
よ
り
判
断
さ
れ
た
場
合
は

失
格
と
し
ま
す

・
作
品
は
、
市
の
健
康
事
業
に
お
い
て
市
民

の
健
康
増
進
に
資
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〒
818-

0013
市
内
岡
田
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１
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康
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２
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９
２
６)

６
０
０
６

▽
Ｅ
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ル

kenkou@
city.chikushino.

fukuoka.jp

４月29日(祝)に開催した、二日市温泉藤まつり
『スケッチ大会』の表彰式を６月22日(土)に生涯学
習センターで行いました。
部門ごとに表彰が行われ、12人の子どもたちが

表彰を受けました。

●幼児の部　 特　　　　賞：中村　真緒さん
実行委員会賞：山下　稜太さん
佳　　　　作：山下　敬太さん

●小学生低学年 特　　　　賞：菊武　果恋さん
の部 実行委員会賞：山下　裕太さん

佳　　　　作：伊藤　蒼汰さん

●小学生高学年 特　　　　賞：木村　理那さん
の部 実行委員会賞：渕上　栞さん

佳　　　　作：山下　菜子さん

●中学生の部 特　　　　賞：泉　茉優子さん
実行委員会賞：樋口　智美さん
佳　　　　作：安武　茉優さん

●問い合わせ先 商工観光課

市民の誰もが、人権と個性を尊重してお互いを支
えあう地域コミュニティの実現を目指して、「ちく
しの福祉村」の公開講座を開催します。
参加無料で、事前申し込みは不要です。手話通訳

もあり、誰でも参加できます。

●日　時　８月３日(土)、13時30分～15時30分
●場　所 カミーリヤ　視聴覚室
●テーマ

「高齢者3000万人時代の自助・共助・公助」
●講　師 山 安則さん(大学教授)
●託　児(定員20人)
託児を希望する場合は、開催日の10日前まで
に申し込んでください。

●託児申し込み・問い合わせ先
生活福祉課  地域福祉担当
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 �（923）1111にお願いします

●
期
　
間

７
月
20
日(

土)

〜
９
月
１
日(

日)

※
月
曜
日
休
館

●
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●
場
　
所
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】
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【メニュー】
・石に絵の具で壁画を描こう
・ストローでアクセサリーを
作ろう
・塗り絵や貼り絵をしよう
・メッセージカードを作ろう

石
室
に
絵
が
描
か
れ
た
、
古
代
人

の
墓
「
装
飾
古
墳
」。

な
ぜ
絵
が
描
か
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
絵
に
込
め
ら
れ
た
意
味
と
は
な

ん
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

古
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
っ

て
、
石
に
壁
画
を
描
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

◆ 五郎山古墳館周辺地図 ◆

勾玉は弥生時代のアクセサリー。
それにはどんな意味があったのでしょうか。
自分の勾玉を作りながら、弥生時代の暮らしを

想像してみませんか。

◎日　時
７月27日(土)
10時～12時
(受付９時45分～)

◎場　所 生涯学習センター ２階 工作室

◎対　象 小学校１～４年生とその保護者

◎定　員 先着20組

◎参加費 150円(材料費)

◎申込開始 ７月19日(金)、９時～
※電話受付のみ

【問い合わせ・申し込み先】　歴史博物館　�(９２２)１９１１

開催中の「日田街道̶その歴史と美̶展」にあ
わせ、企画展講座を２回にわたって開催します。
第１回目は、北部九州に濃密に分布する神功皇

后伝説をテーマに、日田街道沿いの伝説地を詳し
く紹介します。

◆日　時 ７月28日(日)、13時30分～15時30分

◆場　所 歴史博物館 ２階 研修室

◆定　員 先着70名

◆講　師 河村哲夫 氏(歴史作家／『西日本古代
紀行 神功皇后風土記』著者)

◆申込開始 ７月19日(金)、９時～
※電話受付のみ

※次回の講座、「筑紫路の絵師と咸宜園(かんぎえ
ん)」の詳細は、広報ちくしの８月１日号に掲
載します。

五郎山古墳館

五郎山古墳



     ちくしの文化講座　料理講座 　  
　　  　きちんとさんのお料理入門

 ▼  申し込み方法・問い合わせは下記　

 包 丁の使い方、食材の切り方など、料理の
基本を楽しく学びます。

　◆日時　8月10日 (土 ) 10時 30分～13時30分
　◆場所　生涯学習センター 2階  調理室
　◆対象・定員　初心者、成人・18 人
　◆受講料　1,000 円　　◆材料費　1,000 円
　◆メニュー　タンドリーチキン、さつま芋のポター

　◆講師　木和  幸子さん ( 料理研究家 )
　◆申し込み締め切り日　7 月 27 日 ( 土 ) 必着

     ちくしの文化講座  パソコン講座　  
　　     　ワード実践

 申し込み方法・問い合わせはこちら ☞　

「W ord( ワード ) でここまでできる！」を実感
しませんか。。

　◆日時　8 月 29・30 日、9月 2・3・5・6 日(月火木金 )
　　　　　13時 30分～ 15時 30分
　◆場所　生涯学習センター 3階  パソコンルーム
　◆対象・定員　ワードの基本入力ができる人、
　　　　　　　　成人・16 人
　◆受講料　8,000 円　　◆教材費　2,000 円程度
　◆申し込み締め切り日　7 月 31 日 ( 水 ) 必着
（パソコン講座ではWindows  Vista、 Offi ce2007 を使用）

ハガキまたは生涯学習課で配付する受講申込書に、
①講座名、②郵便番号、③住所、④氏名 ( ふりがな )、
⑤年齢、⑥性別、⑦電話番号を記入して申し込んで
ください。ハガキ1枚に1人1講座でお願いします。
※定員を超えた場合は、抽選により決定します。
※受講生が 5人未満の場合は、開講をとりやめる
　ことがあります。
◆申し込み・問い合わせ先　〒 818-0057　市内
　二日市南 1-9-3 生涯学習センター内   生涯学習課
　「ちくしの文化講座」係　☎ (918)3535( 代表 )

ちくしの文化講座  料理講座・パソコン講座
申し込み方法

      ちくしの文化講座　料理講座 　  
　　  　プロといっしょにクッキング

　　　　～夏も冷えない体作り～
▼ 申し込み方法・問い合わせは下記　

 家
　◆日時　7月30日 (火 ) 10時 30分～13時30分
　　　　　    　　　　　　( ※時間延長の場合あり )
　◆場所　生涯学習センター 2階  調理室
　◆対象・定員　成人・24 人
　◆メニュー　麻

マァボウクゥクワ

婆苦瓜(にがうりの麻婆煮込み)、加
カァリィ

哩
　　　　　　　鶏

チィチュウ

球(鶏肉のカレー粉入り甘酢)、天
テンシン

津火
ホイハン

会飯
　　　　　　　(カニ玉丼)、香

シャンマン

芒布
プウティン

丁(マンゴープリン)
　◆受講料　1,000 円      　◆材料費　1,500 円
　◆講師　加藤  文和さん (中国料理店料理長 )
　◆申し込み締め切り日　7 月 21 日 ( 日 ) 必着

(※変更の
   場合あり)

  　　 　　　　　　　　　青少年プラザ 行事 　 
お絵かき遊び＆打ち水大作戦inちくしの　

 生涯学習課　☎ 918-3535( 代表 )　

 広 場にチョークでお絵かきした後、水をまいて
( 打ち水して ) 絵を消し、気温も下げようと

　いうエコ活動です。※参加費、申し込み不要

　◆日時　8月1日 (木 )

　◆場所　生涯学習センターイベント広場
　◆対象　幼児～小学生 ( 幼児は保護者同伴 )
　◆持ってくるもの　帽子、タオル、水をまくとき
　　　　　に使う入れ物
　　　　　( ペットボトル、
　　　　　　　　ひしゃく等)
※水は生涯学習センターに
　貯めている雨水を使います。

問

  　　　　　　　　　　　青少年プラザ 行事 　 
 「プラザサポーター」募集　

 生涯学習課　☎ 918-3535( 代表 )　

「生 涯学習フェスティバル」で子どもたちとふ
れあいながらボランティア体験しませんか。

　◆活動内容　10月開催の生涯学習フェスティバル
　　(パープルプラザフェスタ)の「青少年プラザ事業」
　　の企画、運営。サポーター皆で催し物を考え、フェ
　　スティバル当日は運営スタッフとして活動。
　◆活動日　7月から月1～2回程度：企画会議・準備
　　10月26日 (土 )・27日 (日 )：フェスティバル運営
　◆活動場所　生涯学習センター
　◆対象・定員　中学生、高校生・15 人程度
　◆申し込み方法　7 月 26 日
　　(金 )までに電話で申し込み。
　　①氏名、②学校名・学年、
　　③住所、④電話番号を
　　お知らせください。

問

昨年のサポーターの皆さん 昨年のようす

 　　中高生対象

　　　　　　   ジュ、スタッフドトマトサラダ、
　　　　　　   ラタトゥーユ、ゼリー

庭の台所は薬屋さん。「良薬旨し」。五味の
組み合わせを大切に、おいしく作ります。

　　　　　※雨天の場合は翌日 8月2日 (金 )
11時～12時　

CHIKUSHINO CITY 2013.7.15
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    生涯学習センターからのお知らせ7月の休館日： 7月 22日 ( 月 )　(毎月第４月曜日は定期休館日です)

  　　二日市コミュニティセンター 主催講座 　 
　   夏休み家族講座　楽しいパン作り教室　  

 二日市コミュニティセンター  ☎920-5123  FAX 920-5163    

 小 学校低学年から高学年まで、作って食べて二
度おいしい講座です。

　◆日時　7 月29 日 (月 )  、8 月2日 (金 )  両日開催
　　　　　10時～13時　(両日とも内容は一緒です。
　　　　　どちらか一日選択してください )
　◆場所　二日市コミュニティセンター　調理室
　◆対象・定員　小学生とその家族・各日 10 組
　◆参加費　ひと家族 500 円
　◆申し込み方法　二日市コミュニティセンター窓口、
　　　　　または FAX で受け付け。( 講座名、住所、
　　　　　名前、学年、電話番号、受講希望日を明記 )
　◆申し込み締め切り日　7 月 19 日 ( 金 )
　　※定員を超えた場合は抽選にて決定 ( 市民優先 )

問

       生涯学習ボランティアバンク事務局　  
　　      2013 年 生涯学習フェスティバル
　　　体験学習コーナーの企画・ボランティア募集

 ▼申し込み・問い合わせは下記事務局まで　

「生 涯学習フェスティバル」でボランティアバ
ンクの体験学習コーナーにボランティア参

　加できる人を募集します。初めての人も大歓迎！
　◆活動日 ( 生涯学習フェスティバル開催日 )
　　　　　10月26日 (土 )・27日 (日 )
　◆活動場所　生涯学習センター　ピロティなど
　◆募集内容
　　①指導できる人　「体験学習コーナー」を企画し、
　　　指導できる人　　※個人でもグループでも可
　　②支援できる人　フェスティバル当日、来場者に
　　　指導していただきます　※事前学習会を行います
　◆申し込み方法　①、②とも、ボランティア室に
　　置いてある「募集申込書」に記入して申し込み。
　◆申し込み締め切り日　7 月 26 日 ( 金 )　
  

 竜岩自然の家 主催事業 　 
　    野外で作ろう！季節のむかしおやつ 

 竜岩自然の家　☎ 921-3455　

 野 外で昔なつかしいおやつを作りましょう。
昼食 ( 軽食 ) も作ります。

　◆日時　8月 4日 ( 日 ) 10 時～15 時  
　◆内容　「水ようかん」と「ずんだもち」を作ります。
　◆対象・定員　市内在住の人・20 人
　　　　　※小学生以下保護者同伴
　◆材料費　500 円程度 ( 昼食材料費込み )

問

  　　　　　　筑紫多目的集会施設 主催講座 　 
　 夏休み子ども教室　囲碁の会　 　　 

 ▼  申し込み方法・問い合わせは下記　

 囲 碁に挑戦しよう。初めての人でもていねいに
教えてくれるよ。※参加費無料

　◆日時　7 月 22 日 (月)～8月30日(金 ) の期間中
　　　　　の月・水・金曜日 10 時～12時　(全17回 )
　◆場所　筑紫多目的集会施設 ( 筑紫出張所 )
　◆対象・定員　小学生・20 人　 　

  　　　　　　筑紫多目的集会施設 主催講座 　 
　   夏休み子ども教室　 　 　　 

 ▼  申し込み方法・問い合わせは下記　

 宝 満川から流れ込んでいる常松浄水場横水路に
入って魚や虫をみつけよう。※参加費無料

　◆日時　7月27日 (土 ) 10時～12時
　◆場所　常松浄水場横水路
　 　

7 月 19 日 ( 金 ) までに筑紫多目的集会施設窓口、
FAX、メールで申し込み。( 講座名、住所、氏名、学年、
電話番号を明記) ※定員を超えた場合は抽選にて決定
◆申し込み・問い合わせ先
　筑紫多目的集会施設 ( 筑紫出張所 )
　☎ (926)2913　FAX(926)5294
         電子メール　chikushi-c@city.chikushino.fukuoka.jp

　◆申し込み・問い合わせ先　
　　生涯学習ボランティアバンク事務局
　　生涯学習センター内　☎ (918)3535( 内線 119)
　※開室時間：月～金曜日９時 30 分～ 16 時
   　ホームページ    http://www9.ocn.ne.jp/ ~~bank/
   　電子メール    boraban-chikushino@rondo.ocn.ne.jp

昨年のようす

　◆申し込み方法　竜岩自然の家窓口、または電話
　　　　　で申し込みください。※申し込み、問い合
                     わせは、休所日 ( 毎週水曜日 ) を除く 9時
                     ～ 17 時の間にお願いします。

水路のかんさつ会

◆対象・定員　小学生・20人(1～3年生は保護者同伴)
　

　
筑紫多目的集会施設主催講座

「囲碁の会」「水路のかんさつ会」申し込み方法
※「このゆびとまれ♪」8月の予定は次号8／1号に掲載します。
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お 知 ら せ コ ー ナ ー

お誕生日の思い出に……３歳まで

★ ７月生まれ ★

たんじょう び

甘
え
ん
坊
の
あ
い
ち

ゃ
ん
�
マ
イ
ペ
ー
ス

な
し
ゅ
う
か
�
や
ん

ち
ゃ
な
は
す
み
�
誕

生
日
お
め
で
と
う
！

１
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
�
元
気
に

ス
ク
ス
ク
育
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
�

稜
太
く
ん
大
好
き
�

小
お

川
がわ

叶
かな

翔
と

ちゃん　１歳
（７月９日生まれ）美しが丘北

１
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
♪
い
つ
も

元
気
い
っ
ぱ
い
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
の
叶
翔
が

み
ん
な
大
好
き
よ
�

屋
や

久
ひさ

稜
りょう

太
た

ちゃん　１歳
（７月19日生まれ）永岡

中
なか

山
やま

栞
かん

汰
た

ちゃん　１歳
（７月26日生まれ）紫

か
ん
た
く
ん
、
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
�

笑
顔
い
っ
ぱ
い
す
く

す
く
元
気
に
大
き
く

な
あ
れ
�

竹
たけ

本
もと

悠
ゆう

真
ま

ちゃん　１歳
（７月13日生まれ）二日市南

ゆ
う
ち
ゃ
ん
、
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
�

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

た
く
ま
し
い
男
の
子

に
育
っ
て
ね
♪
♪

溝
みぞ

上
かみ

菜
な

乃
の

ちゃん　１歳
（７月20日生まれ）二日市西

な
ー
ち
ゃ
ん
�
一
歳

の
お
誕
生
日
オ
メ
デ

ト
ウ
�
�
�

愛
し
て
る
よ
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
ん
�

太
おお

田
た

湊
そう

一
いち

郎
ろう

ちゃん　１歳
（７月18日生まれ）二日市北

湊
く
ん
１
歳
の
お
誕

生
日
お
め
で
と
う
�

こ
れ
か
ら
も
ス
ク
ス
ク

元
気
に
育
っ
て
ね
！

幸
せ
を
有
難
う
�

大
おお

鶴
つる

ゆずなちゃん　３歳
（７月16日生まれ）紫

お
し
ゃ
べ
り
と
ジ
ャ

ン
プ
が
大
好
き
な
ゆ

ず
な
の
お
か
げ
で
皆

が
笑
顔
に
な
る
よ
�

３
歳
お
め
で
と
う
�

山
やま

内
うち

敬
いつ

生
き

ちゃん　３歳
（７月23日生まれ）美しが丘北

�
敬
生
�
お
め
で
と

う
♪
兄
弟
３
人
、
い

つ
ま
で
も
仲
良
し
で

い
て
ネ
�
い
つ
も
笑

顔
で
幸
せ
で
す
�

か
わ
い
い
か
わ
い
い

も
え
ち
ゃ
ん
�
み
ん

な
あ
な
た
が
大
好
き

で
す
�
元
気
に
大
き

く
な
あ
れ
♪

坂
さか

本
もと

萌
も

絵
え

ちゃん　２歳
（７月20日生まれ）二日市西

◎このコーナーの申し込みは…

★誕生月の３カ月前から受け付けます。
★電話で申し込み順に定員22人まで
受け付けます。（先着順）

★11月生まれは「８月１日(木)の８

時30分ちょうど」から受け付けま

す。【申し込みは秘書広報課まで】

樋
ひ

口
ぐち

藍
あい

人
と

・珠
しゅ

羽
う

果
か

・蓮
はす

巳
み

ちゃん　１歳
（７月17日生まれ）塔原東

厚
生
労
働
省
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
予

防
接
種
後
に
持
続
的
な
痛
み
を
訴
え
る

重
い
症
状
の
副
反
応
が
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
適
切
な
情
報
提
供
が
で

き
る
ま
で
の
間
、
積
極
的
に
勧
奨
す
べ

き
で
は
な
い
、
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
で
も
積
極
的
な
勧

奨
を
差
し
控
え
て
い
ま
す
が
、
希
望
者

は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
、
有
効
性

と
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
上
で
受
け
て
く

だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
健
康
推
進
課
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

健
康
推
進
課
　
�(

９
２
０)

８
６
１
１
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あ
ん
な
い

ぼ
し
ゅ
う

筑
ちく

紫
し

野
の

・小
お

郡
ごおり

・基
き

山
やま

清
せい

掃
そう

施
し

設
せつ

組
くみ

合
あい

職
しょく

員
いん

採
さい

用
よう

試
し

験
けん

のお知
し

らせ
●一次試験日 ９月22日(日)
●試験会場 西南学院大学(福岡市早良区西新６－２－92)
●採用人員 一般事務(大学卒業程度)　１人
●受験資格
昭和60年４月２日～平成４年４月１日に生まれた人
●受験できない人 地方公務員法第16条に該当する人
●申込書配布場所

筑紫野・小郡・基山清掃施設組合(事務局)・筑紫野市役所
(１階 総合案内)・小郡市役所(人事秘書課人事係)・基山町役
場(総務課行政係)
※申込書を郵送で希望する場合は、封書の表に「申込書請
求」と朱書きし、140円切手を貼った宛先明記の返信用封
書(Ａ４版以上のサイズ)を同封して筑紫野・小郡・基山清
掃施設組合事務局に請求してください。

●申込方法
申込書に必要事項を記入し、所定の箇所に写真および50

円切手を貼って、筑紫野・小郡・基山清掃施設組合事務局
に提出してください。
※郵送の場合は、封書の表に「試験申込」と朱書きしてく
ださい。

●受付期間 ７月16日(火)～８月15日(木)(土・日曜日は除く)
※郵送の場合は、８月15日(木)の消印まで有効。
※申込書配布開始日など詳細は、問い合わせください。

●受付時間 ８時30分～17時
●合格者の発表 10月初旬(予定)
※第二次試験は、10月下旬を予定しています。
●申し込み・問い合わせ先
〒818-0024　筑紫野市大字原田１３８９番地
筑紫野・小郡・基山清掃施設組合事務局
�(９２６)５３００

宅た
く

地ち

建た
て

物も
の

取と
り

引ひ
き

主し
ゅ

任に
ん

者し
ゃ

資し

格か
く

試し

験け
ん

●
申
込
書
配
布
場
所
福
岡
県
建
築
住

宅
セ
ン
タ
ー
、
県
建
築
都
市
部
建
築

指
導
課
、
各
県
土
整
備
事
務
所
な
ど

●
申
込
期
限
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
７

月
16
日(

火)

、
21
時
59
分
ま
で
　
▽

郵
送

７
月
31
日(

水)

消
印
有
効

●

試
験
日

10
月
20
日(

日)

●
試
験
地

(

予
定) 

福
岡
市
、
北
九
州
市
、
久
留

米
市
　
●
問
い
合
わ
せ
先
福
岡
県
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー
�(

７
３
７)

８
０
１
３

座
観
察
な
ど
　
●
申
込
期
限
７
月
22

日(

月)

ま
で
　
●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
　
国
際
青
少
年
研
修
協
会

�
０
３(

６
４
５
９)

４
６
６
１
／

HP

http://w
w
w
.kskk.or.jp/

第
27
回
筑ち

く

紫し

地ち

区く

８
・
６
平へ

い

和わ

の
つ
ど
い

●
日
時
８
月
６
日(

火)

、
18
時
〜
20

時
30
分
　
●
場
所
太
宰
府
市
中
央
公

民
館(

入
場
無
料)

●
内
容

「
長

崎
・
広
島
・
福
島
」
を
題
材
に
し
た

平
和
劇
「
つ
な
が
る
若
者
た
ち
」(

筑

紫
子
ど
も
会
議)

の
上
演
や
写
真
パ
ネ

ル
の
展
示
、
高
校
平
和
大
使
の
話
な

ど
を
通
し
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
訴

え
ま
す
　
●
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
教

育
会
館
�(

５
８
１)

１
０
３
７

●
日
時
８
月
４
日(

日)

、
13
時
〜
16

時
　
●
場
所
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ(

春

日
市)

●
内
容
「
夏
場
の
皮
膚
ト
ラ

ブ
ル
対
処
法
」
生
田
英
子
さ
ん(

皮

膚
・
排
せ
つ
ケ
ア
認
定
看
護
師) 

※
個

人
指
導
を
受
け
た
い
人
は
事
前
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
　
●
対
象
オ
ス
ト
メ

イ
ト
や
そ
の
家
族
、
医
療
関
係
者
、
興

味
が
あ
る
人
な
ど
　
●
問
い
合
わ
せ
先

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部
�

(

５
７
２)

７
７
８
８

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

健け
ん

康こ
う

教き
ょ
う

室し
つ

筑ち
く

紫し

野の

市し

市し

民み
ん

ボ
ウ
リ
ン
グ
大た

い

会か
い

●
日
時
８
月
４
日(

日)

、
10
時
〜(

受

付
９
時
30
分
〜)

●
場
所
太
宰
府
Ｊ

ボ
ウ
ル

●
対
象
市
内
在
住
ま
た
は

市
内
勤
務
の
人
、
筑
紫
野
市
ボ
ウ
リ

ン
グ
協
会
会
員
　
●
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
太
宰
府
Ｊ
ボ
ウ
ル
�(

９
２

１)

１
９
１
８

全
国
か
ら
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、

小
笠
原
の
美
し
い
自
然
の
中
で
、
野

外
活
動
を
体
験
し
ま
す
。
費
用
な
ど

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
期
間
８
月
19
日(

月)

〜
25
日(

日)

、

６
泊
７
日
※
東
京
都
内
１
泊
　
●
場

所
東
京
都
小
笠
原
村
父
島
　
●
定
員

先
着
25
人
　
●
対
象
小
学
校
３
年
生

〜
中
学
校
３
年
生
　
●
内
容
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
星

小お

笠が
さ

原わ
ら

諸し
ょ

島と
う

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

ヤ
／
体
験
・
学
習
　
②
８
月
２
日(

金)

ま
た
は
８
月
５
日(

月)

、
９
時
40
分
〜

15
時
／
館
外
学
習
※
ど
ち
ら
か
一
方

に
参
加
　
③
８
月
22
日(

木)

、
９
時
30

分
〜
15
時
／
カ
ミ
ー
リ
ヤ
／
調
理
体

験
・
学
習
　
④
８
月
26
日(

月)

〜
27
日

(

火)

／
夜
須
高
原
青
少
年
自
然
の
家
／

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
　
●
対
象
市
内
在

住
の
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
校
３
年
生

で
４
回
通
し
て
参
加
可
能
な
人
　
●
定

員
先
着
40
名
　
●
参
加
費
２
０
０
０

円
程
度(

宿
泊
体
験
費
用
実
費)

●
募

集
期
間
７
月
17
日(

水)

〜
23
日(

火)

の

平
日
９
時
〜
17
時
　
●
申
込
方
法
参

加
希
望
の
子
ど
も
の
保
護
者
が
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
　
●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
市
社
会

福
祉
協
議
会
�(

９
２
６)

１
９
４
０

●
内
容
弁
護
士
に
よ
る
模
擬
裁
判
を

通
し
て
、
刑
事
事
件
の
手
続
き
や
裁
判

員
制
度
に
つ
い
て
学
び
ま
す

●
日
時

８
月
17
日(

土)

、
13
時
〜
16
時
30
分

●
場
所
西
南
学
院
大
学
法
科
大
学
院

(

福
岡
市
早
良
区)

●
対
象
県
内
の
中

学
生
・
高
校
生
　
●
定
員
先
着
１
０

０
人
　
●
参
加
費
用
無
料
　
●
申
込

方
法
福
岡
県
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
書
を

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
●
申
込
期
限

８
月
２
日(

金)

必
着
　
●
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
福
岡
県
弁
護
士
会
�

(

７
４
１)

６
４
１
６
／

FAX(

７
１
５)

３

２
０
７
／
HPhttp://w

w
w
.fben.jp/

ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル

福
祉
に
関
す
る
体
験
学
習
や
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
プ
を
通
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
理
解
を
深
め
ま
す
。

●
日
時
／
場
所
／
内
容
①
７
月
28
日

(
日)
、
10
時
〜
12
時
30
分
／
カ
ミ
ー
リ
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高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

・
障し

ょ
う

害が
い

者し
ゃ

の
た
め
の

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

会か
い

そ
う
だ
ん（
無む

料り
ょ
う

）

●
相
談
内
容
成
年
後
見
制
度
、
遺
言
、

相
続
、
財
産
管
理
な
ど
　
●
日
時
７

バスの車
しゃ

内
ない

事
じ

故
こ

防
ぼう

止
し

について

「車
しゃ

内
ない

事
じ

故
こ

防
ぼう

止
し

キャンペーン」実
じっ

施
し

中
ちゅう

バスの走行中に席を離れると、転倒など思わぬケ
ガをする場合があります。降りる際には、バスが停
留所に着いて扉が開いてから席を立ってください。
また、やむを得ず急ブレーキを掛ける場合があり

ます。バスを立って利用する場合は、つり革やにぎ
り棒にしっかりつかまってください。

九州運輸局福岡運輸支局　
一般社団法人 福岡県バス協会

女
じょ

性
せい

農
のう

業
ぎょう

者
しゃ

能
のう

力
りょく

発
はっ

揮
き

事
じ

業
ぎょう

(新
しん

商
しょう

品
ひん

開
かい

発
はつ

支
し

援
えん

事
じ

業
ぎょう

)

試作品製造などにかかる費用を助成します
女性農業者などが、地域の生産物などを活用し

て、加工品を開発する際の試作品づくりや販路開
拓などの取り組みを支援します。
【問い合わせ先】福岡農林事務所 農業振興課

�(７３５)６１２５

久く

留る

米め

高こ
う

等と
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

専せ
ん

門も
ん

校こ
う

訓く
ん

練れ
ん

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
訓
練
科
名
①
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ
ス

タ
ー
科(

３
カ
月
課
程)

②
介
護
職
員

初
任
者
研
修
科
４
期(

３
カ
月
課
程)

③
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
初
級
科
１
期(

３

カ
月
課
程)

●
応
募
資
格
①
③
離
転

職
者
な
ど
で
転
職
・
再
就
職
を
希
望
す

る
人
　
②
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
な
ど

で
関
係
免
許
・
資
格
を
持
っ
て
い
な
い

人
　
●
応
募
締
切
日
①
②
③
７
月
19

日(

金)

●
試
験
日
①
８
月
６
日(

火)

②
８
月
７
日(

水)

③
８
月
８
日(

木)

●
試
験
会
場
久
留
米
高
等
技
術
専
門

校
　
●
経
費
受
験
料
、
授
業
料
は
無

料(

た
だ
し
、
入
校
時
に
教
材
費
な
ど

の
経
費
が
必
要
で
す)

●
問
い
合
わ

せ
先
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校
�
０

９
４
２(

３
２)

８
７
９
５

佐
賀
の
“
き
み
ま
ろ
”
と
呼
ば
れ
て

い
る
吉
村
先
生
。
笑
い
を
交
え
な
が

ら
、
心
に
ぐ
っ
と
く
る
話
を
し
ま
す
。

●
日
時
８
月
10
日(

土)

、
14
時
〜
16

時(

開
場
13
時
30
分)

●
場
所
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴
覚
室

●

講
師
吉
村
春
生
さ
ん(

臨
床
心
理
士)

●
入
場
料
無
料
　
●
託
児(

無
料)

１

歳
児
〜
就
学
前(

先
着
10
人) 

※
託
児

希
望
者
は
、
７
月
25
日
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
託
児
申

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
市

女
性
の
翼
の
会(

平
嶋)

�
０
９
０(

４

５
８
２)

３
３
８
７

女じ
ょ

性せ
い

の
翼つ

ば
さ

の
会か

い

公こ
う

開か
い

講こ
う

座ざ

「
心こ

こ
ろ

が
か
ぜ
を
ひ
く
と
き
」

イ
ベ
ン
ト

着き

付つ

け

●
内
容
シ
ル
バ
ー
会
員(

美
容
師)

が

若
い
世
代
に
着
付
け
を
伝
え
ま
す
。

夏
祭
り
は
浴
衣
で
参
加
し
ま
せ
ん
か

●
日
時
７
月
27
日(

土)

、
10
時
〜
12

時
　
●
場
所
カ
ミ
ー
リ
ヤ
和
室
　
●

対
象
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
生
・

高
校
生(

親
子
で
参
加
も
可)

●
定
員

先
着
10
組

●
受
講
料
無
料
　
●
持

参
す
る
も
の
浴
衣
、
浴
衣
用
の
帯(

半

巾
帯)

、
腰
ひ
も
２
本
、
帯
板
　
●
問

い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
�(

９
１
９)

７
７
５
５

商し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

簿ぼ

記き(

３
級き

ゅ
う)

講こ
う

座ざ

初
め
て
簿
記
を
学
ぶ
人
の
た
め
に

実
務
的
な
内
容
で
指
導
し
ま
す
。

●
期
間
８
月
12
日(
月)
〜
11
月
11
日

(

月)

の
毎
週
月
・
金
・
一
部
水
曜
日

(

計
28
回)

●
時
間
18
時
30
分
〜
21

時
　
●
場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ

（
大
野
城
市)

●
定
員

先
着
30
人

●
受
講
料
１
万
７
０
０
０
円(

テ
キ
ス

ト
・
資
料
代
を
含
む)

●
申
込
期
間

７
月
16
日(

火)

〜
31
日(

水)

●
申
込

方
法
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ(

住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
記
入)

●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫
地
区
商
工

会
職
業
訓
練
会
�(

５
８
１)

３
４
１

２
／
FAX(

５
８
１)

３
７
０
３

月
26
日(

金)

、
10
時
〜
12
時
、
13
時

〜
15
時
※
予
約
不
要
　
●
場
所
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
学
習
室
１
、
２
　
●

問
い
合
わ
せ
先
高
齢
者
・
障
害
者
安

心
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
筑
紫
出
張
所
�

(

９
２
１)

２
１
３
０

調ち
ょ
う

停て
い

相そ
う

談だ
ん

会か
い

●
相
談
内
容(

予
約
不
要
、
先
着
順)

夫
婦
・
親
子
・
遺
産
な
ど
の
も
め
ご

と
、
戸
籍
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
家

事
・
民
事
調
停
委
員
が
相
談
を
受
け

ま
す
　
●
日
時
７
月
26
日(

金)

、
10

時
〜
15
時
　
●
場
所
西
市
民
セ
ン
タ

ー(

福
岡
市
西
区)

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
家
事
調
停
協
会
�(

５
１
０)

０
４

１
６

対
象
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
、

か
つ
て
母
子
家
庭
だ
っ
た
寡
婦
の
人

で
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
初
級
】
●
期
間
８
月
19
日

(

月)

〜
30
日(

金)

、
９
時
〜
12
時(

平

日
10
日
間)

●
定
員

20
人(

応
募
多

数
の
場
合
、
書
類
選
考
。
応
募
少
数

時
は
中
止
の
場
合
あ
り)

●
受
講
料

３
１
５
０
円
程
度(

テ
キ
ス
ト
代)

●

託
児
１
歳
〜
６
歳(

就
学
前)

●
申

込
期
限
７
月
29
日(

月)

【
日
商
簿
記
３
級
検
定
】
●
期
間
９
月

３
日(

火)

〜
11
月
８
日(

金)

、
18
時
〜

21
時(

平
日
夜
間
20
日
間)

●
定
員

20
人(

応
募
多
数
の
場
合
、
書
類
選
考
。

応
募
少
数
時
は
中
止
の
場
合
あ
り)

ひ
と
り
親お

や

家か

庭て
い

の
た
め
の

就し
ゅ
う

業ぎ
ょ
う

支し

援え
ん

講こ
う

習し
ゅ
う

会か
い

●
受
講
料
５
２
０
０
円
程
度(

テ
キ
ス

ト
代
、
検
定
料)
●
託
児
１
歳
〜
６

歳(

就
学
前)

※
試
験
日
は
あ
り
ま
せ
ん

●
申
込
期
限
８
月
８
日(
木)

【
共
通
】
●
会
場
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
(

春
日
市)

●
問
い
合
わ
せ
先
福
岡

県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー
�(

５
８
４)

３
９
３
１
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女性センター相談 

市
男
女
共
同
参
画
推
進
課

�(

９
１
８)
１
３
１
１

※
７
月
22
日(
月)
は
休
館
日

身近な人からの暴力やセクハラなどの悩みを一緒に考え
る「電話相談・ちくし女性ホットライン」もあります。
●相談日時 月～金曜日(祝日・年末年始は除く)、

10時～17時　 ●相談電話番号 �(５１３)７３３５

健康
け ん こ う

相談
そ う だ ん

日
び

健康づくりについて、保健師、管理栄養士、健
康運動指導士が相談に応じます。

●日時 第２木曜日(※次回は ８月８日)
９時～12時・14時～17時

※他の日程を希望する人は、相談してください。
●場所 カミーリヤ
●申込方法 電話またはFAXで申し込み

【申し込み・問い合わせ先】
市健康推進課 �(９２０)８６１１

FAX(９２６)６００６

総
そう

合
ごう

相
そう

談
だん

●日時 月～金曜日(休館日、祝日除く)

９時～16時30分
●相談方法 電話、面接(要予約)

女
じょ

性
せい

弁
べん

護
ご

士
し

による法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

●日程
①８月６日(火)【７月24日から予約受付】
②８月20日(火)【８月７日から予約受付】
●時間　13時～16時 (１人30分程度)
●場所 生涯学習センター内  女性相談室
●申込方法　電話で予約　

心
こころ

や生
い

き方
かた

の相
そう

談
だん

●日時 ８月１日(木)・22日(木)

13時30分～16時30分
●場所 生涯学習センター内  女性相談室
●申込方法 電話で予約

申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先

●
相
談
内
容(

予
約
不
要)

国
の
仕

事
、
県
・
市
町
村
が
国
か
ら
委
任
さ

れ
て
行
っ
て
い
る
仕
事
や
国
の
補
助

金
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
・
苦
情
・
要
望
な

ど
の
相
談
　
●
日
時
８
月
７
日(

水)

、

13
時
〜
16
時
　
●
場
所
市
役
所
第
３

別
館
第
14
会
議
室
　
●
問
い
合
わ
せ

先
市
総
務
課
総
務
担
当
�(

９
２
３)

１
１
１
１ 定て

い

例れ
い

行ぎ
ょ
う

政せ
い

相そ
う

談だ
ん

●
相
談
内
容
金
銭
・
不
動
産
・
相
続

な
ど
の
日
常
生
活
の
法
律
相
談
　
●
利

用
者
筑
紫
野
市
在
住
の
人
　
●
相
談

場
所
福
岡
県
弁
護
士
会
「
二
日
市
法

律
相
談
セ
ン
タ
ー
」
市
内
二
日
市
北

１
‐
３
‐
８
　
●
利
用
回
数
年
度
内

１
回
ま
で
　
●
利
用
方
法
市
総
務
課

へ
電
話
で
申
し
込
み
、
紹
介
状
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

二
日
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
に
電
話

し
、
相
談
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。
相
談
時
間
は
30
分
程
度
で
す
※

金
銭
相
談
の
う
ち
「
多
重
債
務
の
相

談
」
は
紹
介
状
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
、
二
日
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
●
受
付
開

弁べ
ん

護ご

士し

に
よ
る
法ほ

う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

始
８
月
１
日(

木)

、
８
時
30
分
か
ら

先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
※
毎
月
20

人
ま
で
。
今
回
の
受
け
付
け
は
８
月

分
で
す
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
市
総
務
課
総
務
担
当
�(

９
２
３)

１
１
１
１

ふくおか省
しょう

エネ・節
せつ

電
でん

県
けん

民
みん

運
うん

動
どう

（検
けん

針
しん

票
ひょう

を見
み

てみよう！キャンペーン）

実
じっ

施
し

中
ちゅう

この夏、九州では、７月１日～９月30
日(８月13日～15日を除く)の平日９時～

20時の間、数値目標を設けない節電が求められています。　　
県では、特典付きの｢省エネ・節電県民運動(検針票を見て

みよう！キャンペーン)｣を９月末まで実施しますので、ぜひ
参加して、無理のない範囲での節電の定着に向けた取り組み
をお願いします。
※被災された地域の人たちや、高齢者、乳幼児などにはそれ
ぞれの事情のもと、無理のない範囲で協力をお願いします。

【問い合わせ先】
▽県環境保全課地球温暖化対策係　��６４３)３３５６
▽市環境課環境保全担当　� (９２３)１１１１

詳しくは…　　　　　 

福岡県地球温暖化対策
マスコットキャラクター

エコトン

ふくおかエコライフ応援サイト 検索ふくおかエコライフ応援サイト
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20
なお、内科と外科、小児科の平日夜間当番医については、消防署・市役所に
問い合わせください。

　７月 15日 ( 月 )
u内　まじま内科循環器科 原田 (919)8051
u外　加藤田外科医院 杉塚 (925)1801
u産　城野産婦人科クリニック 春日市  (584)1103
u小　福岡大学筑紫病院 俗明院 　 (921)1011
u歯　休日急患歯科診療所 春日市　 （571）0118
　７月 21日 ( 日 )
u内　自衛隊福岡病院 春日市 (581)0431
u外　自衛隊福岡病院 春日市 (581)0431
u産　まわたりウィメンズクリニック 春日市  (596)9111
u小　福岡徳洲会病院 春日市　 （573）6622
u歯　休日急患歯科診療所 春日市　 （571）0118
　７月 28日 ( 日 )
u内　福岡大学筑紫病院 俗明院 　 (921)1011
u外　西嶋整形外科医院 針摺中央 (923)5211
　　　福岡大学筑紫病院 俗明院 　 (921)1011
u産　吉川レディースクリニック 二日市北  (918)8522
u小　福岡大学筑紫病院 俗明院 　 (921)1011
u歯　休日急患歯科診療所 春日市　 （571）0118
　

休日の当番医 診療時間は9時～17時
（小児科は9時～23時・歯科は9時～16時）

きゅう  じつ　　　     とう    ばん     い

※病院などの都合で変更されることがありますので、市役所または
　消防署 (924)5034で事前に確かめてください。

　　％

　　％

（7月1日現在）

貯水率

県営
山神ダム

市営
水呑ダム

現在貯水量
総貯水量

265万m3

280万m3

85千m3

85千m3

94.6％

100％

7月の納税と納付
のう    ぜいがつ のう     ふ

●水道当番業者（7月後半）
　  電話番号
  (923)1414
  (501)0188
  (924)2345

業　者　名
（株）三機産業
（株）吉竹設備工業
林田建材（株）

水源情報

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

相
そう

談
だん

●日時 月～金曜日(祝日除く)、９時～11時45分・
13時～16時30分　●場所・問い合わせ先 筑紫野市
消費生活センター(市安全安心課 雇用・消費者担当)
�(９２３)１１１１

青少年電話相談室
せいしょうねんでんわそうだんしつ

ヤングテレフォンちくしの
●開設日時 月・火・木・金曜日(祝日除く)、10時～
18時　●相談電話番号  �(９２３)７７７３

年
ねん

金
きん

相
そう

談
だん

●日程  月～金曜日(祝日除く) ●場所・問い合わせ
先 市国保年金課 年金担当窓口 �(９２３)１１１１

家
か

庭
てい

児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

室
しつ

経験豊富な家庭児童相談員が、子どもにかかわる
いろいろな相談に応じています。
●日時  月～金曜日(祝日除く)、９時～16時　●場所
市福祉事務所相談室　●問い合わせ先 ▽市子育て支
援課�(923)1111 ▽相談室直通 � (921)1308

結
けっ

婚
こん

相
そう

談
だん

●日時 毎月第１・２・３日曜日、10時～15時　●

場所　カミーリヤ １階相談室　●問い合わせ先 筑
紫野市社会福祉協議会 �(９２０)８００８

心
しん

配
ぱい

ごと相
そう

談
だん

●日時 毎週火曜日(祝日を除く)、10時～15時　●

場所 市福祉事務所相談室　●問い合わせ先 筑紫
野市社会福祉協議会 �(９２０)８００８
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こ
の
広
報
紙
は
森
林
資
源
を
守
る
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。


